
 

�Õ�¥�ì>82020 �º 12 �v 19 �¥>&�u>'13:20>|16:35 >&13 �ì�?�}�K)F6ä��>' 
�Õ���d>8�œ�å�Û�–�å6ä
&>&Zoom >'  
�Õ1n�Œ>8�¸#ã1l�Ó>&�¾�¿�±�Û>' 
�Õ�g�•*…>826 �¡ 
�Õ�É�ß�¢�Û�Ò>8 

 13:00�� �K)F6ä�� 
13:10>|13:20 �� �g�•*…�b(F�"�^+¬�k)��Ó 
13:20>|14:50 �� 1n ‡ 
15:05>|16:35 �� �Á�å�¬�œ�å�º ‡*f 

 
�_���M*ñ�†�µ�u�S�M&É�M*ñ�[�c>*�æ�_�l�b�Ç�•�î�»�Â�µ�¡�†�Õ8Œ�_*(�A�X�X%Ê'2�†/œ�:�²0[�@�6�•>,  

�S�\�<�d>*#Õ�•�b1�'Å�b0[�I�†�H�•���œ>*�I�Ê�†�¨�X�•���K>*�I�Ê�(�Ò�^�]�‘�¶�b�(�Ò�‰�2�_�|�~1�'Å
�b0[�I�†0b�X�E>*�æ�_�_�q�?�M�m�2�@�6�•>,�Ë�–�¬)+0£�c>*6õ�°�b�6�•5��_�X�8�Z�b�Y&����ö�†&�"á�_
�|�W�Z/²#'�K>*�‚�K�C�¹�î�±�@�“�}�€�S7•�_�c�Q�€�[�²�ó�Y�E�Z&�"á�b�f�‚�†/œ�:�×#Ý�ö�b9×�8�ß)��s
�[�6�•>,�r�S>*�¶�Ç�j�x7u�™�ö�†*ƒ�Ö�K�^�@�}�¹�î�±#Õ�B�Ó�•�½�¬�Ò�†/²#'�M�•��3>�^�Ô�¹�Ý�†�S�B�[
�A>*#'1ß�b#.0Ž�\�£ ��_�z'g�X>,�\�C�_3Æ�º>* PC �V�[�� R��>&�œ�î�É�å�¯�î�«�í�Ç�Ü�î�¯�Ç�º�˜�™�”�b
)+0£0Ž�Ò�¥�E�b�É�ß�¢�Û�Ñ�å�¢0•1�>' �_��JAGS�� �x��Stan �� �^�]�b�Ð�Ý�¥�Ç4�6P�Ô�å�¸�•�Ý�ß >&MCMC>'
�”�Ý�¦�Ü�¬�Ò�†��/æ�K�S�¯�Ç�º�˜�š�”�†�\�~�G�‡�T)+0£�Ô�¹�Ü�å�¢�@�•+��_�^�W�Z�8�•>,�•%Ê'2�
�[�c>*
�¸#ã1l�Ó�¶>&�¾�¿�±�Û�M*ñ�Û%Ê'2&É
ø�M�5>'�†�>�Í�A�K>*�‚�S�^)+0£�Ô�¹�Ü�å�¢�†�•+��_�M�•�Ë�–�¬)+
0£�Û�b#.1=�\��2¶�†�H1n ‡�8�S�T�8�S>,�S��>/�ì6ë���c�Ë�–�¬)+0£�Û�b�+0[�\�q�‚�·�¥>*�M*ñ�(5�, �\�C
�_1�%±0Ç�•�Ô�¹�Ü�å�¢�l�b�Â#Ý�b)��Ó�^�]�@�z�[�6�W�S>,�‹��>/�ì6ë���c��R ���\�� JAGS��>&�w1n*…�c
�¦�S�_�¯�Ç�º�†�–�å�«�º�î�Ý>'�†#Ý�8>*�¦�S�_�H =
��8�S�T�8�S�Ç�“�–�Ý�†�v�~3¸�s>*0Ž'Å*…0{ ��¹�î
�±�\�¦�‹�£ ��(�x�b�Z�œ�ö�†�³�™�µ�¡�M�•�G�\�_�|�W�Z�Ô�¹�Ý�b���\�ö�†�N���M�•�\�8�:��2¶$×�^�Á
�å�¬�œ�å ‡*f�_�v�~)��‡�T>,1�%±0Ç�•�Ô�¹�Ý�\�K�Z�c DINA �_�|�W�S>,Zoom �[�b�g�•*…�b PC #”�C�@
� �M�[�c�^�8�S�u>*�¨�a�m6ë�v�•�\�G�•�v�6�W�S�@>*
²�(�@�f�\�\�>�~�b��*f�†�ö�¢�[�A�S>,�©�Ñ�×�Þ
�î�©�Ù�å�b��/œ�_�v�ì6ë�@�?�?�•�G�\�@���¤�[�A�S>,�M*ñ%Ê'2�b�(5��[�b�Â#Ý�[�@�a�^�8�G�\�v&�1��[
�A�S>, 

�g�•*…�b6õ�°�@9×�C>*2A�e�[�±�œ�_)
�¢�ì6ë�†2x4#�K�r�K�S�@>*
›#Õ�_�c�N�@�_�H�P�Â�8�S�T�A�r�K
�S>,�°�|�~�¤1p#æ�K�V�F�r�M>, 

 

�e2�>8�`�Ë#.�Ê>& "�í%·�‡�±�Û>' 
 

�6�,�*�������� �_ �� �M*ñ�� '¨ ���� �G�_ �� �M*ñ%Ê'2 �
 ��

�� �_ �� �M*ñ�b �æ�_ �\ �5 �� �5 �• �_ �z 'g �X�Ë�– �¬ )+0£�� 6ä
&�� �Ì ��

Japan Society for Educational Technology

21



 

SIG-07 インストラクショナルデザイン 

『第 12 回 ID 勉強会（自主ゼミ）』開催報告 
●日時：2021 年 01 月 21 日（木）13:00～13:40 
●参加者数：８名 
●会場：オンライン開催（Zoom） 
 

SIG-07（インストラクショナルデザイン：Instructional Design，ID)では，オンラインで１～２か月

に１回程度の頻度で ID 勉強会（自主ゼミ）を開催しています．毎回テーマは異なり，参加者が持ち回

りで ID 関連論文または ID 専門書の講読を行います．今回は第 12 回の報告をさせていただきます． 
 
第 12 回の題材は「学習デザインとラーニングアナリティクス」でした． 
 
Chapter12 Instructional Design and Learning Design 
Chapter13 Learning Analytics Design 
Lin, L. and Spector, M. J. (Eds). (2018). The Sciences of Learning and Instructional Design: 

Constructive Articulation Between Communities. Routledge. 
 
第 12 章は，学習デザイン（Learning Design，LD）がテーマでした．そもそも“Learning Design”

という用語は 2000 年頃から使われ始め，学習者の「経験」をデザインすることを重視しているところ

が特徴のようです．研究の方向性としては，①学習者の学習経験をテクニカルに表現する流れと，②文

脈に合わせた効果的な学習経験の創出という流れの 2 つがあります．①では，たとえば e ラーニングの

国際標準規格の開発（SCORM や IMS-LD）が行われています．また②では IMS-LD 以外の学習デザイ

ンを専門家コミュニティで共有するための表現（デザインパターン，パターン・ランゲージなど）や，

教師の問い/探求の支援などが試みられているようでした． 
 
第 13 章は，ラーニングアナリティクス（Learning Analytics Design，LA）がテーマでした．学習プ

ロセスをリアルタイムでモニターし，文脈に合わせた学習デザインの効果を予測することで，学習環境

の個別最適化が可能になる（ラーニングアナリティクスデザイン：Learning Analytics Design，LAD）

という内容が展開されました． 
 
議論の中では，ID と LD の違いなどを検討しまし

た．「LD は SCORM や IMS-LD という成果に代表

されるように技術寄りなイメージである」という意

見や，「LD はより詳細な学習デザイン（たとえば，

１時間の中の学習者の行動一つ一つの組み合わせを

探る）で，ID はもう少し粒度が大きいデザイン（１

科目のデザイン，あるいは最近はカリキュラムデザ

インも）では？」という意見が出ました． 
 
 
レジメなどの詳細は，SIG-07 の Web サイト（https://sites.google.com/view/jset-sig-id）

に掲載します．また，次年度の開催は未定ですが，決まり次第，上記 Web サイトにてご案

内いたします．今後も何らかの形では続けたいと考えていますので，ID にご興味ある方は

お気軽にご参加下さい． 
 

文責：高橋暁子（徳島大学） 
  

Japan Society for Educational Technology

22



 

SIG-08 メディア・リテラシー，メディア教育 第 17 回研究会 

『STEAM とメディア・リテラシー 

〜一人一台情報端末時代の教育を考える〜』開催報告 
●日時：2021 年 01 月 23 日（土）09:00～12:30 
●会場：オンライン開催（Zoom） 
●参加者数：103 名 
●テーマ：STEAM とメディア・リテラシー 〜一人一台情報端末時代の教育を考える〜  
 主催：熊本大学教職大学院，日本教育工学会 SIG-08  
共催：熊本大学教育学部情報教育研究会，D-project（デジタル表現研究会） 

●プログラム： 
１．開会・主催者挨拶・趣旨説明 
２．講演・「STEAM 教育とは何か」中川一史（放送大学） 
３．実践報告・後藤匡敬（熊本大学教育学部附属特別支援学校） 
      ・西尾環（熊本市立楡木小学校） 
４．パネルディスカッション「一人一台情報端末環境に求められる教育とは？」 
  パネリスト：中川一史（放送大学）中橋雄（武蔵大学）宇治橋祐之（NHK 放送文化研究所） 
  コーディネータ：前田康裕（熊本大学） 
５．閉会 
 
今回の研究会は熊本大学教職大学院が定例開催している情報教育研修会と，本 SIG の研究会を合同

開催する形で実施されました．GIGA スクール構想により一人一台情報端末を持って授業を行う環境

下では，STEAM に代表されるような教科横断型で創造的な学習や，誰もが情報の創造者・発信者と

なる学習が行われることが予想され，合わせてメディア・リテラシー教育の必要性がさらに高まると

考えられます．本企画の主旨は，STEAM とメディア・リテラシーを取り上げながら，一人一台情報

端末時代の教育の在り方について考えていくことでした． 

講演者の中川一史（放送大学）からは，STEAM 教育とはどのような教育であるかという説明の

後，ご自身が視察されたアメリカの P.A.Walsh STAM Academy や BULLIS charter school など，

STEAM 教育に重点的に取り組んでいる学校のカリキュラムや学習内容，学習環境や教員研修の現状

について紹介がなされました．「人（指導者）・もの（教材や学習環境）・こと（時間の保証，専門

機関との連携）」が充実していること，実社会の問題解決に貢献できる人材育成をめざしているこ

と，Tinkering（試行錯誤する）過程を重要視していることが特徴であり，今後このような先進事例を

参考に日本版スタンダードをどう構築していくかが課題とのことです．また，NHK の STEAM 教育の

番組「ツクランカー」を視聴し，実践イメージを膨らませました． 

後藤匡敬（熊本大学教育学部附属特別支援学校），西尾環（熊本市立楡木小学校）からは，社会との

つながりを意識した教科横断的な PBL の実践を紹介していただきました．メディア活用やプログラミ

ングを実際の問題解決のための手段として位置づけることで，探究的な学びの本質に迫ることのできる

すばらしい実践でした． 
パネルディスカッションでは，前田のコーディネートのもと，まず中橋から STEAM 教育とメディ

ア・リテラシーにはどのような接点があるのか解説がありました．次に宇治橋から中学校におけるタ

ブレット端末の活用実態調査の結果と，STEAM 教育やメディア・リテラシー教育に活用できる NHK 
for School のコンテンツの紹介がありました．その後，講演・実践発表・パネルディスカッションでの

話題を受け，参加者がブレイクアウトルームに分かれ「STEAM・メディア・リテラシーで求められる

教育」についてキーワードでまとめることで学びを整理しました． 

最後は，ブレイクアウトルームで出た各グループのキーワード，パネリストへの質問をチャット機

能を使って共有し，中川，中橋，宇治橋が寄せられた質問に答えて下さいました．STEAM とメディ

ア・リテラシー教育の関係についての理解と議論が深まりました． 

 
文責：山口眞希（金沢学院大学） 
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SIG-11 情報教育 第 20 回情報教育研究会 

「オンラインゲーム内のネットいじめや情報モラル違反を未然に

防止するための教育について」開催報告 
●日時：2021 年 01 月 31 日（日）14:00～16:00 
●場所：オンライン開催（Zoom） 
●参加者数：65 名 
●プログラム： 
１）「安心・安全にオンラインゲームを実施するために」横戸健介（CESA（コンピュータエンター

テインメント協会）） 
２）「国際比較による小中学生のゲームの実態とゲーム内のネットいじめや情報モラル違反の問題点

について」加納寛子（山形大学） 
３）「ネットいじめの背景に関する教育社会学的アプローチ －オンラインゲーム内のいじめを規定

する要因とは？－」原清治(佛教大学) 
４）「ネットを用いたいじめの二つの類型と不可視の作用」内藤朝雄（明治大学） 
５）「メディアコミュニケーションにおける心理といじめ」樫村愛子（愛知大学） 
６）ディスカッション 
 指定討論：関充明（CESA（コンピュータエンターテインメント協会）） 

 
SIG-11 では，情報教育のカリキュラム検討を目的として，大学生の情報モラル調査や情報リテラシー

チェックを実施してきた．コロナ禍でステイホームを強いられる中，大学生だけでなく小中高生がオン

ラインゲームをする機会も多い．そこでオンラインゲーム内のネットいじめや情報モラル違反を未然に

防止するための教育を検討するために，５名の先生方にご発表いただいた．まず，横戸健介（CESA）

がゲーム関連業界の団体が実施している具体的対策の報告と家庭におけるモラル教育の提案について

発表した．次に加納寛子（山形大学）が国際比較による小中学生のゲームの実態とネットいじめなどの

事例を報告した．次に，原清治（佛教大学）は，ネットいじめの可視化による分析と悪意によるいじめ

の他にどんな状況でいじめが起きるかの実態について報告を行った．次に内藤朝雄（明治大学）は，リ

アルからネットいじめに繋がるいじめとネットを介して見ず知らずの人から攻撃されるいじめの２つ

の類型とそれぞれの内容や程度によって異なる対処法が考えられると話題を提供した．最後に樫村愛子

（愛知大学）は，ゲームやネットに依存する子供たちの心理実態の紹介と実施されているさまざまな対

策について報告があった．また，ディスカッションでは，発達段階に応じた情報モラル教育や小学校の

情報教育の必要性などが話題に上がるなど発表に対する議論をさらに深め，オンラインゲームに関わる

情報モラル教育，家庭教育の必要性や課題が明らかになった．また，研究会終了後には参加者を含めた

フリートークで教育現場の立場からの意見や課題を共有できた． 

 
文責：橋本はる美（摂南大学） 
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SIG-14 小学校プログラミング教育 

オンライン公開講座『プログラミング教育の総復習』開催報告 

～鹿児島大学教育学部公開講座との共催～ 
●日時：2021 年 02 月 07 日（日）09:40〜16:40（SIG-14 としては，10:10〜12:20) 
●会場：オンライン開催（Zoom） 
●参加者数：204 名（申し込み人数） 
●テーマ：「プログラミング教育の総復習」 
●プログラム： 
（１）受付 （２）開会行事 （３）趣旨説明   山本朋弘（鹿児島大学）  

（４）事例報告「プログラミング教育の総復習」（敬称略） 

A 部会 報告者 

       上越教育大学大学院［新潟県］       礒川祐地 

       常葉大学教育学部［静岡県］         鈴木美森  

       岩沼市立岩沼小学校［宮城県］       北澤直樹  

       協議（進行）・助言（進行）     森秀樹（東京工業大学研究員） 

B 部会 報告者 

    高森町立高森中央小学校［熊本県］  福島健太・小林翼  

       西表市立榕城小学校［鹿児島県］    森永崇行 

       宮城教育大学附属小学校［宮城県］  新田佳忠 

       協議（進行）・助言（進行）     安藤明伸（宮城教育大学） 
 
 本会は，オンライン上で開催する小学校プログラミング教育の事例研究会である．小学校プログラミ

ング教育に関する調査研究や実践研究に取り組んでいる事例を取り上げ，その成果や課題をもとに参加

者が協議しながら，教職員の ICT 活用指導力の向上をねらいとした．尚，鹿児島大学教育学部の公開講

座と共同開催の形式で実施した． 
 
当日の様子について 

A 分科会では，礒川祐地による小学校プログラミング教育の先行研究 246 件の分析，上越教育大学に

よる学校支援プロジェクトでのプログラミング教育支援の報告，鈴木美森による東京都プログラミング

教育推進校の事例分析，北澤直樹による「お題解決型学習」と「技術ガバナンスレビュー学習」をテー

マとした小学校プログラミング教育実践の報告があった．その後のブレイクアウトセッションでは，報

告への感想とともに小学校でのプログラミング教育の課題について議論が行われ，授業デザインや支援

体制，教員研修など多岐にわたる課題が挙げられた． 
 
B 分科会では，３つの県から特色あふれる報告が

あった．主に小学校でのプログラミングの具体的な

内容・活動とカリキュラムの紹介が主体であった．

総合的な学習の時間との相性の良さ，探究的な活動

へのプログラミングの位置づけ，外部団体（大学（教

員，学生），JAXA，中学校技術科教員）との連携，

情報の科学的な理解を体系的に学習するための小

学校段階でのコンピュータサイエンスの取り組み

などがトピックである．その後 Jamboard をメモ

代わりにしてブレイクアウトルームにて情報交換

と協議を行った（図 1）． 
 
 

文責：安藤明伸，山本朋弘，森秀樹による分担執筆（宮城教育大学，鹿児島大学，東京工業大学） 
 

図 1 B 部会の協議の例 
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ショートレター増刊号論文募集のお知らせ（最終報） 
日本教育工学会論文誌 vol.45 Suppl.の発行 

論文受付締切：2021 年 04 月 01 日（木）17:00 
日本教育工学会論文誌 vol.45,Suppl.は，年１回発行されるショートレターの増刊号です．奮ってご

投稿下さい． 
投稿規定に記述しているように，以下のようになっていますのでご注意下さい． 

 
1. ショートレターは，教育工学に関する，実践的な研究成果，新しい試みやその結果等，教育シス

テム開発等を記述したもの．新規性（オリジナリティ）は必ずしも高くなくても，実践研究の方

法と成果を明確に記述したものです． 
2. 刷り上がり４ページ厳守です．（４ページを超えるものは採録しない） 
3. 筆頭著者(ファースト・オーサー)は本学会会員であることが条件です．あるいは，筆頭著者が投稿

時に入会手続きおよび会費納入等をすることが必要です．なお，各会員はショートレターを年１

編に限り投稿できます． 
4. 2021 年 12 月に発刊の予定です 
 
 ショートレターの内容については，例えば，以下のような内容が考えられます． 
 全国大会や研究会で発表した内容をまとめたもの 
 教育システム開発や教育実践をベースにした実践と知見をまとめたもの 
 教育工学研究としての速報的な内容 
 卒業論文や修士論文等としてまとめた内容など 
 
なお，ショートレターとして掲載されたものを一層充実させて，論文あるいは資料としての条件を

満たすように記述したものは，論文あるいは資料に投稿できます． 
 
ページ数が限られていることから，タイトル，著者，内容については十分厳選の上，ご執筆下さ

い．特に，ショートレターの趣旨から，多人数の連名著者はさけて下さい．研究全体がプロジェクト

チームによる共同研究であっても，実際にショートレターの限られた内容に直接携わり，執筆した研

究者にして下さい． 
 
ショートレターの査読日程予定 
(2021 年度)： 
04 月 担当及び査読者の指名 
05 月 編集委員会で査読進捗状況の確認 
07 月 編集委員会で採録，返戻の第１回決定 
09 月 編集委員会で採録，返戻の第２回決定 
10 月 最終原稿の提出 
11 月 著者校正 
12 月 ショートレター増刊号発行予定 
 
投稿の仕方： 
原稿は，「投稿規程」と「原稿執筆の手引」(https://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従って執

筆し，学会ホームページの会員専用 Web サイトより電子投稿して下さい．会員の ID とパスワード

が必要です．投稿論文は電子投稿でのみ受け付けています． 
 
問い合わせ先： 
日本教育工学会事務局 
電子メール：

Tel：03-5549-2263 
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最近の論文投稿数と採択率 
 
本学会の論文誌，英文誌に投稿されました論文の数と採択率を以下に示します． 
ただし，2020 年度は，2020 年 04 月から 12 月までに投稿された数となります．     編集長 山内祐平 
論文誌（特集号以外） 
投稿年度 種別 投稿数 採択 返戻 取り下げ (査読中) 採択率(％) 

2018 年度 

論文 44 12 30 2  27 
教育システム開発論文 3 1 2   33 
教育実践研究論文 21 6 14 1  29 
資料 13 6 7   46 
寄書 1  1   0 

2019 年度 

論文 48 18 27 3  38 
教育システム開発論文 9 2 4 3  22 
教育実践研究論文 21 7 12 2  33 
資料 20 11 7 2  55 
寄書 1 1    100 

2020 年度 

論文 27 5 8 3 (11) 31 
教育システム開発論文 4  3  (1) - 
教育実践研究論文 22 5 7 1 (9) 38 
資料 25 6 14 1 (4) 29 
寄書 1    (1) - 

 
論文誌（特集号） 
投稿年度 種別 投稿数 採択 返戻 取り下げ (査読中) 採択率(％) 

2018 年度 

論文 14 2 10 2  14 
教育システム開発論文 1  1   0 
教育実践研究論文 14 2 9 3  14 
資料 6 2 4   33 
巻頭言・総説・展望 4 4    100 

2019 年度 

論文 3  3   0 
教育実践研究論文 12 3 8 1  25 
資料 4 2 1 1  50 
寄書 2  2   0 
巻頭言・総説・展望 4 4    100 

2020 年度 

論文 2   2  0 
教育システム開発論文 3  1 2  0 
教育実践研究論文 14 1 7 6  7 
資料 5 3 1 1  60 
寄書 2 2    100 
巻頭言・総説・展望 3 3    100 

 
論文誌（ショートレター） 
投稿年度 種別 投稿数 採択 返戻 取り下げ (査読中) 採択率(％) 

2018 年度 ショート 103 48 52 3  47 
2019 年度 ショート 99 45 50 4  45 
2020 年度 ショート 124 53 58 13  43 
 
英文誌 
投稿年度 種別 投稿数 採択 返戻 取り下げ (査読中) 採択率(％) 

2018 年度 
Paper 4 1 3   25 
Paper on Educational 
Practice Research 1  1   0 
Translation 8 7  1  88 

2019 年度 
Paper 1 1    100 
Technical Information 1 1    100 
Translation 10 9 1   90 

2020 年度 Translation 5 5    100 
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Culturally Situated Learning Design and Research 

2020 AECT International Convention に参加して 
 
JSET が  2015 年に学術交流協定を締結した，米国 AECT（Association for Educational 

Communications and Technology，教育コミュニケーション工学会）の主催する，2020 AECT 
International Convention に参加した．今回の大会は予定されていたフロリダ現地開催が見送られ，11
月 02 日から 11 月 07 日までの大会プログラムおよび事前のワークショップの全てがオンラインで開催

された．日本教育工学会からは，鈴木克明会長（熊本大学）が Opening Remarks にて動画によるバー

チャル挨拶を行ったほか，鄭仁星（国際基督教大学），根本淳子（明治学院大学），合田美子（熊本大

学），竹中喜一（愛媛大学），蒋妍（早稲田大学），高林友美（サイバー大学）が AECT との交流，情

報収集を目的に参加した． 
 

 
 
 
本大会の構成は，例年通り AECT の 2020 International Convention の Web ページ

（https://convention2.allacademic.com/one/aect/aect20/）に記載されている． 
“Culturally Situated Learning Design and Research”のテーマに従い，JSET2019 秋季大会でもデザ

イン研究の講演を行った Susan Mckenney 氏の講演など Keynote / Presidential Featured Session 計

５件が毎日行われたほか，午前も午後もバーチャルポスター発表および Zoom の口頭発表に多くの参

加者が見られ，セッション時間では終わらない議論の続きのためにヘルプデスクのブレイクアウトル

ームが複数使用されていた．また，国際的な協定を活かした Presidential Panel も２日間開催され，

各国の状況と課題が共有された．これには鈴木・合田・高林が参加し，特に COVID-19 以降の教育を

いかにデザインするかを考えなければならない，という鈴木会長からのメッセージに他国のパネル参

加者から強く共感を得られた． 
時差の都合で，毎日のプログラムが終わるごとに更新される録画の視聴が中心となる参加者のために，

大会ウェブサイトでは参加者同士がメール機能も使えるようになっていた．事前のワークショップの一

つである YouTube 字幕（英語が母語ではない参加者への配慮が各所で呼びかけられていた）を実践し

た Pre-Recording 付きの発表など，オンライン開催を活かした発表者も見られた一方，新しい試みの全

てには対応できない発表者を受け入れて助け合い，出来ることを活かして議論を深めようとする試みが

各所で見られたことも特筆に値するだろう．世界中から参加したボランティア学生は，いくつかの Zoom
セッションをサポートすることで参加費が免除されており，時差をものともせずに手探りの運営を積極

的に援助していた． 
 AECT では例年，食事や朝のランニングなどで参加者同士のコミュニティ構築にも力を入れているが，

本大会でもそれらに代わるオンライン開催なりのイベントが意識されていた．参加者にメールで複数回

告知された初日最後のプログラム First Timers’ Orientation では，扮装した担当者たちが AECT 大会

初回参加者を歓迎し，ランダムなブレイクアウトルーム，部会別のブレイクアウトルーム，全体プログ

ラムや発表から出題されるスカベンジャーハント（Google Form 回答で$5 の Amazon ギフトカードの

賞品あり）などが開催された．２日目以降の会期中は毎朝最初のプログラムとして Yoga を一緒に行っ

てみようというイベントもあるなど，随所で工夫が凝らされていた． 
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AECT の今後の大会は，2021 年オハイオ州コロンバス，2022 年ネバダ州ラスベガス，2023 年フロ

リダ州オーランドで開催される予定である．現在の所，現地開催が予定されている 2021 年大会の

Proposal 締切は，03 月 31 日である．なお，2021 年現在でも 2020 年大会への事後登録は可能であり，

Keynote を含む 300 以上の発表録画と 100 以上のバーチャルポスターを見ることができる．AECT 
membership にも登録することになるため，AECT 会員に無料公開されている最新の Handbook や

COVID-19 Resources などへのアクセスも可能になる．今後の参加を検討する JSET 会員にはぜひ登録

（https://aect.org/convregis.php）をお勧めしたい．オンラインで実現した国際交流が，今後より多くの

会員によってさらに深められることを期待する． 
文責：高林友美（サイバー大学） 
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国際学会 ICoME 開催のご案内 
日本教育メディア学会（JAEMS） 

 

国際学会 ICoME（International Conference for Media in Education）は，今回で第 19 回目の実施

となります．昨年度は 2020 年 08 月 17 日から 19 日に甲南大学を大会事務局として，オンライン

にて開催されました．今年の ICoME2021 もオンラインで開催し，日本教育メディア学会（JAEMS），

韓国教育情報メディア学会（KAEIM），中国教育工学会（CAET），アメリカ TCC（Technology, 
Colleges and Community）オンラインカンファレンスとの連携によって，運営されます．ICoME
は，国内外からの多くの教育研究者や実践者が集まり，教育メディアや教育技術に関する貴重な研究

や実践の発表，共有の場となります．本会が，各国の研究者間で行われる互恵的な意見交換の場とな

りますよう，皆さまのご参加を心よりお待ちしております． 
なお，オンライン開催の可能性など，ICoME に関する情報は随時 ICoME2021 ウェブサイト，

JAEMS ウェブサイトおよびメーリングリストにて発信していきますので，それらも併せてご確認いた

だきますようお願いいたします． 
 
■ 日時：2021 年 08 月 18 日（水）～20 日（金） 
■ 会場：オンライン開催 
■ ホスト：韓国（KAEIM） 全南大学校（Chonnam National University，Korea） 
■ テーマ（仮）：Redesigning Learning in the Digital Transformation and AI 
■ タイトルおよび参加者登録締切：03 月 02 日（火） 
  ※韓国国内の助成金を利用する都合上，発表締切が非常に早くなっております． 
   06 月末予定の原稿提出時にタイトルの変更やキャンセルも可能ですので，ぜひ早めの 
   登録にご協力のほどお願い申し上げます． 
   なお，学生の事情に鑑み 2nd call として延長受付も行うことが予定されています． 
  
発表申し込みや論文提出のスケジュールなど詳細につきましては，以下のウェブページをご参照下

さい． 
ウェブページはこちら： http://jaems.jp/icome/ 
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国際学会 ICBL/ISET 開催のご案内 
 
国際学会 ICBL（International Conference on Blended Learning）2021 および ISET

（International Symposium on Educational Technology）が 2021 年 08 月 10 日～13 日まで，日本福

祉大学 東海キャンパスにて，同時開催されます．ICBL および ISET では，選ばれた投稿について

は，Extended paper を Computing in Higher Education（SSCI-indexed, impact factor = 2.673）に

載せることができます．それぞれ提出フォーマットおよび長さが異なりますので，ウェブページをご

確認下さい． 
なお，現在は現地開催を予定しておりますが，完全オンライン開催になる場合は 04 月上旬までにア

ナウンスされます．今後の情報は下記ウェブページにて更新されますので，必ず最新の情報を確認し

て下さい． 
 
■ 日時：2021 年 08 月 10 日（火）～13 日（金） 
■ 会場：日本福祉大学 
■ テーマ： Re-thinking and Re-defining the Learning Process 
■ 原稿締切：2021 年 02 月 28 日（延長されました） 
 
発表申し込みや論文提出のスケジュール，Keynote 登壇者など詳細につきましては，以下のウェブ

ページをご参照下さい． 
ウェブページはこちら： http://www.aimtech.cityu.edu.hk/icbl2021/index.html 

  http://www.aimtech.cityu.edu.hk/iset2021/index.html 
 

ICBL Call for Paper 
The conference theme of ICBL 2021 is Blended Learning: Re-thinking and Re-defining the Learning 
Process. Original papers reporting novel applications of blended learning are welcome. 
The Conference Proceedings will be published by Springer under the Lecture Notes in Computer 
Science Series. Authors of selected good papers will be invited to submit extended papers to the 
Journal of Computing in Higher Education (SSCI-indexed, impact factor = 2.673) in a Special Issue 
entitled Redefining the Learning Process Through Educational and Technological Innovations. Best 
and Excellent Paper Awards will be granted to authors of papers with exceptional merits. 
 
ISET Call for Paper 
The theme of ISET 2021 is Technological Innovation: Re-thinking and Re-defining the Learning 
Process. Original papers reporting research results or novel applications of educational technology 
are especially welcome. 
 The Symposium Proceedings will be published by the IEEE Computer Society CPS, and submitted 
to the IEEE Xplore, IEEE CSDL and EI indexing (subject to confirmation). Selected good papers will 
be recommended to relevant international journals. Best and Excellent Paper Awards will be granted 
to authors of papers with exceptional merits. 

Japan Society for Educational Technology

31



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Japan Society for Educational Technology

32



 

日本教育工学会第 18 期第 18 回理事会議事録 
 
日時：令和 02 年 11 月 21 日（土）14:40-17:40 
場所：「JAPET&CEC 会議室」と「遠隔会議システム(zoom)」 
出席：理事     鈴木克明 会長，赤倉貴子 副会長，堀田龍也 副会長，山内祐平 副会長， 

室田真男 事務局長，稲垣忠（遠隔），岩﨑千晶（遠隔），大久保昇（遠隔）， 
   小柳和喜雄（遠隔），木原俊行（遠隔），北澤武，寺嶋浩介（遠隔）， 
   姫野完治（遠隔），永田智子（遠隔），西森年寿（遠隔），根本淳子（遠隔）， 
   益子典文（遠隔），松河秀哉（遠隔），村上正行（遠隔），森田裕介（遠隔）， 
   山田政寛（遠隔） 

監事     吉崎静夫（遠隔） 
将来構想 WG 美馬のゆり（遠隔） 

総務委員会  池尻良平，伏木田稚子 

（合計 25 名） 
1. 前回理事会議事録の承認について 

第 18 期第 17 回理事会議事録について原案が提示され，承認した． 
2. 新入会員の承認について 

会員の移動状況について報告があり，承認した．2020 年 11 月 21 日現在の総会員数は 3,242 名と

なった． 
3. 各種委員会から 

(1) 編集委員会 
論文誌編集進捗状況について報告がなされた． 

(2) 広報委員会 
JSET の WWW の第一次リニューアル完了について報告された．ニューズレター246 号と 247
号の編集スケジュールについて提案され，承認した． 

(3) 大会企画委員会-秋 
秋季全国大会の振り返りと次回大会の予定について報告があった．大会企画委員会（秋）の委

員の交代について提案され，承認した．  
(4) 大会企画委員会-春 

オンライン春季全国大会について，発表申込は 12/18 の 17 時に延長し，原稿締め切りは 1 月

初旬に延長することを承認した． 
(5) 研究会委員会 

10 月 25 日の研究会の実施結果について報告がなされた． 
(6) 企画委員会 

放送大学との連携事業の進捗が報告された．2020 年 11 月 21 日付けの「日本教育工学会の将

来構想について」の答申について報告がなされた． 
(7) 国際交流 

AECT 大会におけるプレジデントトークの開催報告がなされた． 
(8) 顕彰委員会 

名誉会員の表彰の手続きの変更と名誉会員候補者選考委員会の設置について提案され，承認し

た． 
4. 総務・会計 

人文・社会科学系学協会「共同声明」に理事会として参加・賛同することについて提案され，承

認した．決算・予算関係の法人化スケジュールについて報告がなされた．国立国会図書館からの

本学会 WEB のアーカイブ依頼があった旨について報告がなされた． 
5. その他 

(1) 協賛依頼について，承認した． 
(2) 郵送物について，確認した． 
(3) 今後の理事会日程を確認した．  
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日本教育工学会第 18 期 19 回理事会議事録 
 
日時：令和 02 年 12 月 19 日（土） 
場所：「JAPET&CEC 会議室」と「遠隔会議システム(zoom)」 
出席：理事     鈴木克明 会長，赤倉貴子 副会長，堀田龍也 副会長，山内祐平 副会長， 

室田真男 事務局長，稲垣忠（遠隔），岩﨑千晶（遠隔），大久保昇（遠隔）， 
   小柳和喜雄（遠隔），木原俊行（遠隔），北澤武，寺嶋浩介（遠隔）， 
   姫野完治（遠隔），永田智子（遠隔），西森年寿（遠隔），根本淳子（遠隔）， 
   益子典文（遠隔），松河秀哉（遠隔），村上正行（遠隔），森田裕介（遠隔）， 
   山田政寛（遠隔） 

監事     吉崎静夫（遠隔） 
将来構想 WG 美馬のゆり（遠隔） 

総務委員会  池尻良平，伏木田稚子 

（合計 25 名） 
1. 前回理事会議事録の承認について 

  第 18 期第 18 回理事会議事録について原案が提示され，承認した． 
2. 新入会員の承認について 

  会員の移動状況について報告があり，承認した．2020 年 12 月 19 日現在の総会員数は 3,276 名    
となった． 

3. 各種委員会から 
(1) 編集委員会 

論文誌編集進捗状況について報告があった． 
(2) 広報委員会 

ニューズレター247 号の編集スケジュールについて提案され，承認した． 
(3) 大会企画委員会-秋 

次回大会の日程変更およびハイブリッド開催の準備について提案され，承認した． 
(4) 大会企画委員会-春 

本部の設置場所について提案され，承認した．広告・PR 募集の状況および発表申し込み件数

が報告された． 
(5) 研究会委員会 

研究会報告集の電子化，会員/非会員の参加・発表料金の変更，参加・発表登録と料金徴収シス

テムの新規開発，投稿規定の修正について提案され，承認した．秋季全国大会の日程変更に伴

う研究会の日程修正の必要性が指摘された． 
(6) 企画委員会 

放送大学との連携事業の進捗が報告された． 
(7) 国際交流 

EDU-PORT 事業に関する資料の文部科学省への提出が報告された． 
2. 総務・会計 

決算・予算関係の法人化スケジュールと依頼事項が提案され，承認した．各委員会の 11 月まで

の予算執行状況が報告された．次年度の法人会費の請求および今後の理事会日程案が提案され，

承認した．  
3. その他 

「日本教育工学会の将来構想について」答申に対するパブリックコメントを会員に求める際，評議

員の回答を必須とすることが提案され，承認した． 
「「令和 7 年度大学入学共通テスト」教科「情報」試作問題 検討タスクフォース」による意見書を

大学入試センターに送付し，学会ウェブサイトに公開されていることが報告された． 
(1) 協賛依頼について，承認した． 
(2) 郵送物について，確認した． 
(3) 今後の理事会日程を確認した． 
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日本教育工学会 18 期第 20 回理事会議事録 
 
日時：令和 3 年 01 月 21 日（木）～27 日（水） 
場所：電子メールによる 
出席：理事    鈴木克明 会長，赤倉貴子 副会長，堀田龍也 副会長，山内祐平 副会長， 

室田真男 事務局長，新井健一，稲垣忠，岩崎千晶，大久保昇，小柳和喜雄，北澤武， 
木原俊行，向後千春，高橋純，寺嶋浩介，永田智子，西森年寿，根本淳子， 
姫野完治，益子典文，松河秀哉，村上正行，森田裕介，望月俊男，山田政寛 

監事    山西潤一，吉崎静夫 
総務委員会 池尻良平，伏木田稚子 

（合計 29 名） 
 
1. 前回の理事会議事録の承認について 

第 18 期第 19 回理事会議事録について原案が提示され，承認した． 
2. 新入会員の承認について 

会員の移動状況について報告があり，承認した．2021 年 01 月 27 日現在の総会員数は 3,305 名と

なった． 
3. 各種委員会から 

(1) 編集委員会 
論文誌編集進捗状況について報告があった． 

(2) 大会企画委員会-春 
2022 年春季全国大会（鳴門教育大学）の開催日，2021 年春季全国大会の発表件数，広告・企

業 PR 応募の状況，本部設置に係る関西学院大学の状況，外部会場設置の可能性について報告

があった． 
(3) 研究会委員会 

2022 年度 07 月以降の開催日程，研究会新システムの開発（(株) トーヨー企画からの見積り）

を承認した．2021 年度 05 月研究会のインライン実施，研究報告集の投稿規程，J-Stage への

登録，参加費・発表料について報告があった． 
(4) 顕彰委員会 

名誉会員候補者選考委員会の選考結果を受けて，名誉会員候補者２名を承認した． 
4. その他 

(1) 郵便物を確認した． 
(2) 今後の理事会日程を確認した． 

 
  

Japan Society for Educational Technology

35



 

2021 年会費納入のお願い 
 

2021 年会費は，日本教育工学会が一般社

団法人化されることを前提に，納入依頼を

させて頂きます．一般社団法人化された後

は，会計年は 01 月 01 日から 12 月 31 日ま

でになります．ただし，2021 年に限りまし

ては，一般社団法人の事業スタートが 04 月

からとなりますので，04 月から 12 月まで

の９か月分の会費を請求させて頂きます．

2021 年の年会費（９ヶ月分）の額は右記の

とおりです．クレジットカード支払い，郵

便局からの払込み，または，会費請求書内

面のコンビニエンスストア払込票により年

会費をご送金くださるようお願いいたしま

す．（コンビニ決済以外での支払い方法に

ついては学会 Web で確認下さい．） 
本学会では，年会費を納入した会員のみ

に論文誌を発送しています．過去の年度会

費未納の会員が会費を送金された場合には

後日まとめて発送します． 
 
◆学生会員について 
 学生会員は正規の入学者で，研究生は該当しません． 
 学生会員の所属機関は，必ず大学名となります．所属機関が大学以外の場合には，正会員または

准会員となります． 
 学生会員は，資格条件（大学名，学部名／研究科名，指導教員名，卒業見込／修了見込の年月）を

必ず連絡して下さい． 
 学生会員として資格条件をご連絡いただかないで，年会費を納入された方は，とりあえず准会員

に変更させていただいております． 
 

2021「研究会参加年間パス」会費（年額 2,000 円）納入について  
 

本学会では，研究会を４回開催し，研究報告集を発行しておりました．2021 年より，この研究報告集

は J-Stage に登録され，オープンアクセス可能になります．それに伴い，これまでの研究報告集代や年

間購読制度は廃止します．一方，報告集を電子化するための費用等を踏まえ，以下の様に「参加費」と

「発表料」という形で料金を設定いたします． 

（ア）参加費（いずれかが必要） 

(a)1,000 円/1 回（会員・非会員共通） 

(b)2,000 円/年間 4 回「研究会参加年間パス」制度（会員のみ） 

（2000 円で当該年内の４回の研究会のすべてに出席することができます． 

ただし，会計年頭のみの受付とします．2021 年の納入締切は 05 月 14 日（金）です．） 

（イ）発表料（参加費に加え，口頭発表者は以下の料金を支払う） 

(a)1,000 円/1 回（会員） 

(b)2,000 円/1 回（非会員） 

今回，「研究会参加年間パス」の会費納入のご案内をいたします．会計年頭のみの受付になりますの

で，ご注意下さい．2021 年の納入締切は 05 月 14 日（金）です．クレジットカード支払い，郵便局か

らの払込み，または，同封のコンビニエンスストア払込票により送金下さいますようお願いいたします． 

◆会員種別と 2021 年の年会費（4 月〜12 月） 
 会員種別 9 ヶ月分年会費 入会金 

 正会員 6,750 円 

1,000 円 
 准会員 4,125 円 

 学生会員 4,125 円 

 維持会員 37,500 円/口 

 名誉会員 無 料 - 

 
【ご参考】 
◆会員種別と 2022 年以降の年会費（1 月〜12 月）

 会員種別 年会費 入会金 

 正会員 9,000 円 

1,000 円 
 准会員 5,500 円 

 学生会員 5,500 円 

 維持会員 50,000 円/口 

 名誉会員 無 料 - 
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2020 年秋季全国大会講演論文集 USB メモリの購入について 
 
昨年 09 月にオンラインにて開催された 2020 年秋季全国大会の論文集 USB メモリに残部がありま

す．購入をご希望の方は，学会事務局（ ）にメールで在庫を確認の上，以下の金額をご

送金下さい．ご入金を確認後お送りいたします． 
郵便振込用紙の通信欄に「2020 年秋季全国大会講演論文集 USB メモリ」とご明記下さい．特にご要

望がない場合，請求書・領収証等を発行しておりませんので，必要な方はその旨ご記入下さい． 
・ 2020 年秋季全国大会講演論文集 USB メモリ 

１部 4,500 円（論文集 USB メモリ代 4,000 円＋送料 500 円） 
 
口座番号：00180-2-539055  加入者名：日本教育工学会 
 

 代金後納の場合は，上記の研究会報告集と同様に（株）毎日学術フォーラムに販売を委託していま

す．代金は，論文集 USB メモリ 5,000 円+送料となります． 
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新入会員（2020 年 11 月 12 日～2020 年 12 月 9 日） 
入会申込者 34 名（正会員：19 名，准会員：１名，学生会員：14 名） 

正会員（19 名） 
杉山雅俊(明治学院大学) 

筒井和美(愛知教育大学) 

羽鳥康裕(東北大学) 

金高俊哉(大田区立中富小学校) 

松本邦子 

(筑波大学附属聴覚特別支援学校) 

徳田憲一郎(長崎南山中学校高等学校) 

福岡大輔(岐阜大学) 

伊藤泰史(株式会社ＡＢＳ) 

工藤孔梨子(九州大学病院) 

上田真太郎(九州大学病院) 

岡野晃二(航空自衛隊) 

木本圭一(関西学院大学) 

石上敬子(大阪経済法科大学) 

本田裕紀(熊本市教育センター) 

山田邦雅(北海道大学) 

保田裕彦 

(山口県立下関工科高等学校) 

田所裕康(駿河台大学) 

山本真理(関西学院大学) 

Bourguet Marie-Luce 
(Queen Mary University of London) 

准会員（１名） 
阿久津慎也(仙台市立第二中学校) 
 

学生会員（14 名） 
朱誉(岡山大学大学院) 
藤井紫音(東京電機大学) 
堀内誠太(早稲田大学大学院) 
岩堀翔太(東京大学大学院) 
佐々木さや香(東京学芸大学) 
藏原昂平(鹿児島大学) 
青柳燎(玉川大学) 
池田彩乃(常葉大学) 
芝本隆也(東京学芸大学) 
平山桃寧(東京学芸大学) 
藤掛壮介(玉川大学) 
藤江美奈(熊本大学大学院) 
露木新(鳴門教育大学大学院) 
照井佑季(電気通信大学) 
 
 
 
 
 

 

 

以上 
 

新入会員（2020 年 12 月 10 日～2021 年 01 月 15 日） 
入会申込者 31 名（正会員：12 名，准会員：１名，学生会員：18 名） 

正会員（12 名） 
橋本和幸(了德寺大学) 
熊川剛久(大阪体育大学) 
杉木大輔 

(獨協医科大学埼玉医療センター) 
石渡翔(株式会社フライヤー) 
永井敦(広島大学) 
石井巧(滋賀県立草津養護学校) 
真弓英彦(富士通株式会社) 
岩崎翔太(特定非営利活動法人 

PRESENTs HIROSHIMA) 
辻多聞(山口大学) 
佐久田衛(医療法人おもと会 

沖縄リハビリテーション福祉学院) 
柴英里(高知大学) 
吉田英彰(花巻市立東和小学校) 

 

准会員（１名） 
東祥代(広島大学) 
 
 

学生会員（18 名） 
齋藤瑞樹(東京学芸大学) 
上原拓馬(東京学芸大学) 
佐宗駿(東京大学大学院) 
古藤陽(東京大学大学院) 
市丸裕也(北九州市立大学) 
栢木貫(静岡大学) 
山下翔太郎(静岡大学) 
若月陸央(信州大学) 
松岡里衣(東京理科大学) 
山科正寿(慶應義塾大学大学院) 
ZHANG CHENGHAO(大阪大学大学院) 
西山慧(千葉工業大学) 
嵩下里菜(拓殖大学大学院) 
田代穂香(長崎大学) 
小國翔平(名古屋大学大学院) 
王丹萱(東京学芸大学院) 
安達実成(情報学部) 
轟木梨奈(東京学芸大学)  
              以上 
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担当副会長　：赤倉 貴子（東京理科大学）

広報副委員長：高橋 純（東京学芸大学）
広報委員長　：小柳和喜雄（関西大学）

　幹事：深見 俊崇（島根大学）
　幹事：脇本 健弘（横浜国立大学）
 
 
　委員：島田 希（大阪市立大学）

中村 恵（畿央大学）

会長 鈴木 克明（熊本大学）

9

広報副委員長：光原 弘幸（徳島大学）

東京都港区赤坂１-９-１３
 　　三会堂ビル８階

03-5575-5366
03-5549-2263

◎学会日誌
２０２１年０３月～２０２１年０５月
・	 �２０２１年０３月０６日（土）〜０７日（日）＜全国大会＞
２０２１年春季全国大会（会場：関西学院大学）　

・	 �２０２１年０５月２２日（土）研究会「STEAM教育／ 	
 一般」（会場：富山大学　五福キャンパス）

◎国際会議の案内
２０２１年０３月～２０２１年０４月
・SITE 2021
	 https://site.aace.org/conf/
	 (2021, 3/29 – 4/2 San Diego)
・AERA 2021
	 ‌�https://www.aera.net/Events-Meetings/Annual-
Meeting/2021-Annual-Meeting-Theme

	 (2021, 4/9 – 11, Orlando, FL)
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